
【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
２
０
２
２

春
季
生
活
闘
争
は
、
２
月
21

日
に
１
回
目
の
団
体
交
渉
が

ス
タ
ー
ト
。
組
合
は
「
厳
し

い
経
営
環
境
下
で
も
、
組
合

員
は
キ
ー
ワ
ー
カ
ー
の
責
任

感
と
使
命
感
を
持
ち
、
『
安

全
・
安
定
輸
送
』
を
第
一
義

に
奮
闘
し
て
い
る
。
足
元
で

は
、
若
手
・
中
堅
層
の
離
職

に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
ら

ず
、
要
員
需
給
の
ひ
っ
迫
、

支
援
策
に
よ
る
業
務
量
増
加

で
組
合
員
の
負
担
は
増
し
て

い
る
。
『
生
き
生
き
と
働
け

る
企
業
グ
ル
ー
プ
』
と
す
る

た
め
に
は
、
安
心
し
て
高
い

意
欲
と
誇
り
を
持
ち
働
き
続

け
ら
れ
る
労
働
条
件
・
労
働

環
境
の
実
現
が
不
可
欠
。

『
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
』
等
ス
タ
ー

ト
の
年
と
し
て
、
『
コ
ロ
ナ

を
言
い
訳
』
に
せ
ず
、
大
胆

な
人
財
へ
の
投
資
を
行
わ
れ

た
い
」
と
強
く
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
３
月
３
日

の
２
回
目
の
交
渉
で
会
社
は

「
会
社
発
足
以
来
最
大
の
危

機
的
状
況
下
に
あ
る
。
先
行

き
は
不
透
明
で
あ
り
、
経
営

自
立
に
向
け
た
持
続
可
能
な

経
営
体
質
の
構
築
に
は
、
雇

用
確
保
を
第
一
義
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
定

期
昇
給
に
つ
い
て
も
慎
重
に

検
討
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。

昨
年
に
続
き
厳
し
い
交
渉
と

な
る
も
、
組
合
は
粘
り
強
く

交
渉
を
展
開
。

３
回
目
と
な
る
３
月
24
日

の
交
渉
に
お
い
て
、
定
期
昇

給
完
全
実
施
を
引
き
出
す
と

と
も
に
、
６
項
目
の
制
度
改

善
の
回
答
を
受
け
た
。
今
回

求
め
て
い
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

の
実
施
は
実
現
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
会
社
か
ら
は
、
長

期
人
件
費
へ
の
影
響
を
勘
案

し
つ
つ
も
給
与
水
準
引
き
上

げ
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識

が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
休

日
数
増
に
つ
い
て
も
、
従
業

員
が
生
き
生
き
と
働
け
る
環

境
と
人
材
確
保
に
向
け
、
社

内
で
は
一
層
踏
み
込
ん
だ
議

論
を
行
い
、
実
現
に
向
け
た

前
向
き
か
つ
真
剣
な
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
の
発
言
を
引

き
出
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

想
定
以
上
に
厳
し
い
経
営
環

境
に
晒
さ
れ
る
中
で
、
会
社

の
最
大
限
の
回
答
で
あ
る
と

判
断
し
妥
結
し
た
。
（
詳
し

く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー

ス
№
18
、
19
、
21
参
照
）

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
】

組
合
は
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス
と
の
２
０
２
２
春

季
生
活
闘
争
に
係
る
団
体
交

渉
を
、
３
月
３
日
、
18
日
の

２
回
に
わ
た
り
行
っ
た
。

１
回
目
の
交
渉
で
組
合
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
客
が
激

減
し
、
資
金
繰
り
に
も
窮
す

る
状
況
。
組
合
員
の
生
活
も

困
窮
す
る
状
況
が
継
続
し
て

い
る
が
、
利
用
回
復
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
等
明
る
い
兆
し
も

見
え
つ
つ
あ
る
。
奮
闘
す
る

組
合
員
の
期
待
に
応
え
、
反

転
攻
勢
と
さ
ら
な
る
発
展
・

成
長
に
必
要
不
可
欠
な
『
人

へ
の
投
資
』
を
行
う
べ
き
」

と
強
く
訴
え
た
。

会
社
は
「
昨
年
度
決
算
は

10
億
円
の
最
終
赤
字
、
今
年

度
中
間
決
算
は
４
億
円
超
の

赤
字
と
い
う
状
況
。
10
月
以

降
は
利
用
が
戻
り
つ
つ
あ
っ

た
が
、
年
明
け
以
降
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
感
染
拡
大
の
影
響

は
大
き
く
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
資
金
繰
り
は
、

数
か
月
先
に
は
借
金
す
る
可

能
性
を
孕
ん
で
お
り
、
決
し

て
楽
観
視
は
で
き
な
い
」
と

し
、
定
期
昇
給
に
つ
い
て
も

慎
重
な
検
討
を
要
す
る
こ
と

や
、
制
度
改
善
等
に
つ
い
て

も
現
時
点
で
は
対
応
が
厳
し

い
と
の
考
え
を
示
し
た
。

交
渉
は
難
航
し
た
が
、
組

合
員
の
想
い
を
粘
り
強
く
訴

え
続
け
た
結
果
、
２
年
振
り

の
「
定
期
昇
給
」
完
全
実
施

を
は
じ
め
、
賃
金
改
善
等
複

数
項
目
の
改
善
と
い
う
回
答

を
引
き
出
し
た
。
厳
し
い
経

営
環
境
下
で
は
あ
る
が
、
会

社
の
「
一
層
の
安
全
・
安
心

輸
送
の
推
進
と
、
先
行
き
不

透
明
か
つ
厳
し
い
新
た
な
局

面
を
呈
す
る
時
代
に
立
ち
向

か
う
べ
く
、
労
使
一
体
と
な

り
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
」

姿
勢
と
「
賃
金
引
き
上
げ
は

短
期
的
視
点
で
は
な
く
、
将

来
を
見
据
え
た
う
え
で
の
判

断
。
今
後
も
長
く
働
い
て
も

ら
い
た
い
」
と
の
考
え
を
確

認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
妥
結

し
た
。
（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー

ス
№
８
、
９
を
参
照
）

Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地
協
・
各

県
協
は
、
２
月
か
ら
３
月
に

か
け
、
定
期
委
員
会
及
び
春

闘
討
論
集
会
を
開
催
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
急
拡
大

に
よ
り
香
川
県
・
高
知
県
に

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
状
況
下
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用

や
書
面
開
催
等
、
感
染
拡
大

に
配
慮
し
た
形
で
の
開
催
と

な
っ
た
。

出
席
し
た
委
員
か
ら
の
質

疑
や
集
約
し
た
意
見
で
は
、

足
元
の
離
職
防
止
に
向
け
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
よ
う
な
結
果
を
求

め
る
声
が
多
数
を
占
め
た
。

特
に
定
期
昇
給
は
、
年
度
初

に
お
け
る
完
全
実
施
が
不
可

欠
と
し
て
強
く
要
望
す
る
声

が
上
が
っ
た
ほ
か
、
新
た
な

支
援
の
実
施
に
伴
う
工
事
量

の
増
加
に
対
す
る
賃
金
改
善

や
労
働
時
間
、
拘
束
時
間
の

短
縮
を
は
じ
め
柔
軟
な
働
き

方
の
実
現
を
求
め
る
声
も
。

本
部
は
こ
う
し
た
熱
意
も

踏
ま
え
、
『
人
へ
の
投
資
』

を
強
く
求
め
る
『
未
来
づ
く

り
春
闘
』
を
展
開
し
た
。

２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
妥
結
!!

『
人
へ
の
投
資
』
を
強
く
求
め
、
未
来
づ
く
り
春
闘
を
展
開
!!

【２０２２春季生活闘争での妥結内容】

Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地
協
・

各
県
協
定
期
委
員
会
、

春
闘
討
論
集
会
を
開
催
！

春闘勝利に向け「団結ガンバロー」(徳島)

経
営
自
立
に
む
け
た
２
年
目
が
ス
タ
ー
ト

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
創
出
す
べ
く

全
組
合
員
一
丸
と
な
り
収
入
確
保
に
取
り
組
も
う
！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
昨
年
７
月
の
大
会
で
決
定
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
団
結

創
造

実

践

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
強
固
な
団
結
力
と
創
造
力
で
社
会
変
化
に
対
応
し
た
労
働
運
動

を
実
践
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
こ
う
！
」
の
も
と
、
運
動

方
針
の
３
本
柱
で
あ
る
『
安
全
・
安
定
・
安
心
輸
送
の
確
立
』
『
組
織
の
強
化
・
拡
大
』

『
労
働
条
件
の
改
善
』
を
中
心
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
積
極
果
敢
に
活
動
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
は
、
２
０
３
１
年
度
の
経
営
自
立
を
目
指
す
「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ

長
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
」
「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
５
」
の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
２
年

超
に
亘
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
会
社
の
危
機
的
状
況
を
乗
り
越
え
明
る
い
将
来
展
望
を
描

く
た
め
に
は
、
引
き
続
き
労
使
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
特
に
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
掲
げ
ら
れ
た
「
あ
り
た
い
姿
」
に
あ
る
『
従
業

員
が
誇
り
を
持
ち
、
生
き
生
き
と
働
け
る
企
業
グ
ル
ー
プ
』
に
相
応
し
い
労
働
条
件
・

労
働
環
境
の
実
現
が
な
け
れ
ば
、
成
し
え
な
い
も
の
と
認
識
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
の
責
任
組
合
と
し
て

雇
用
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
念
頭
に
、
将
来
に
わ
た
り
希
望
と
誇
り
を
胸
に
、
安
心
し

て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
に
邁
進
し
て
い
く
決
意
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
も
、
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
の
営
業
収
益
４

１
５
億
円
、
鉄
道
運
輸
収
入
１
６
９
億
円
を
確
保
す
べ
く
、
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た

営
業
施
策
の
推
進
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
「
四
国
再
発
見
増
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

「
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
積
極
的
な
参
加
に
向
け
、
全
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
４
月
１
日

四
国
旅
客
鉄
道
労
働
組
合

◆ＪＲ四国◆
○ 定期昇給の完全実施！
○ 会社を支えるべく昼夜奮闘する組合員の労苦に報いる

制度改善をはじめ、６項目を勝ち取る！
① Ｃ単価の引き上げにより、夜勤手当、祝日勤務手当等を改善
・Ｃ単価「25／100」→「28／100」に大幅アップ

② 育児・介護休職取得時の昇給の取り扱いを改善
・３ヵ月を上限に昇給所要期間へ算入

③ 在宅勤務を制度化（対象箇所：本社・附属機関）
・デジタル基盤の整備を進め、適用対象の拡大にも言及

④ 特急特認適用条件の緩和
・家族と同居していない場合でも承認対象に

⑤ エキスパート組合員の雇用条件改善
・雇用期間を原則５年一括契約へ改正

・私傷病休暇の付与期間を拡充

・年次有給休暇付与条件の緩和

・失効する年休の保存休暇への累積が可能に

⑥ 育児介護休業法改正に対応した制度改善
・育児休職の分割取得が可能に

・エキスパート組合員・準組合員の育児休職適用範囲拡大

・妊娠・出産の申し出に対する育休取得の意向確認を強化

○ 年間休日数増に向けて前向きな検討を表明！

◆ジェイアール四国バス◆
○ 定期昇給（年齢給・職能給）の完全実施！
・2022年４月25日以降精算（例年５月精算から１ヵ月前倒し）

・待命休職期間による不均衡がないよう取り扱う

・2022年４月１日時点待命休職中の者も対象

○ 新規採用者に対する初任給の底上げ！
・最低賃金の水準を勘案しながら調整を実施

○ 契約社員・定年再雇用契約社員の賃金改善！
・契約社員（営業係）の賃金改善

日給：6,850円、月給：150,050円

・定年退職再雇用契約社員：最低保障額の改善

（構内運転係）：甲・160,000円 乙・170,000円

（デスク） ： 160,000円

（営業係） ： 160,000円

・定年退職再雇用契約社員：清掃係は４県同額（850円）に改善

○ コロナ感染・濃厚接触者への保存休暇適用！
・実態を踏まえ一定期間さかのぼって適用することも確認

○ ハラスメント防止対策関連法の対応整備！
・規程整備、相談窓口の設置、社員への周知・啓発

○ 改正育児介護休業法に基づく環境改善！
・育休取得にかかる環境整備、１年未満の契約社員も対象化

大谷　 清
石川 敏也
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第
７
回
本
部
執
行
委
員
会

は
、
３
月
12
日
（
土
）
13
時

30
分
よ
り
香
川
県
立
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
研
修
室
に
て
開
催
さ

れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
効
率
化
施
策

（
業
務
）

・
高
徳
線
「
う
ず
し
お
号
補

機
駆
動
軸
落
失
」
に
つ
い

て
・
伊
予
三
芳
～
伊
予
桜
井
駅

間
「
桜
井
架
道
橋
か
ら
の

橋
り
ょ
う
銘
板
落
下
」
に

つ
い
て

・
土
讃
線
・
朝
倉
駅
で
の

「
車
内
放
送
用
マ
イ
ク
か

ら
の
発
火
」
に
つ
い
て

・
高
松
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
ダ

イ
ヤ
改
正
に
対
す
る
具
体

解
明
要
求
に
つ
い
て

（
団
体
交
渉
）

・
２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争

（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）

（
共
闘
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
四
国
地
協
第
30

回
定
期
委
員
会

（
県
協
定
期
委
員
会
・
春
闘

討
論
集
会
）

・
香
川
県
協
、
愛
媛
県
協
、

高
知
県
協
、
徳
島
県
協

（
男
女
）

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
（
部
会
）

・
事
業
開
発
部
会
定
期
委
員

会
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
産
業
政
策
委
員
会

・
安
全
対
策
委
員
会

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
・
自
動
車
連
絡
会
幹
事
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

・
30
周
年
事
業
企
画
委
員
会

・
第
34
回
中
央
委
員
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
春

闘
総
決
起
集
会

【
議
事
】

①
綾
川
町
長
選
挙
並
び
に
松

山
市
・
四
万
十
市
議
会
議

員
選
挙
に
お
け
る
推
薦
候

補
者
の
承
認
に
つ
い
て

②
24
協
定
及
び
36
協
定
の
妥

結
承
認
に
つ
い
て

③
営
業
施
策
に
関
す
る
付
議

に
つ
い
て

④
安
全
・
事
故
防
止
に
関
す

る
職
場
諸
問
題
の
集
約
に

つ
い
て

⑤
ダ
イ
ヤ
改
正
に
関
す
る
諸

問
題
の
集
約
に
つ
い
て

⑥
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
41
回
定

期
大
会
の
招
集
に
つ
い
て

⑦
２
０
２
２
年
度
新
規
採
用

者
の
全
員
加
入
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

⑧
支
部
対
抗
軟
式
野
球
大
会

の
開
催
に
つ
い
て

⑨
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
特

設
コ
ー
ス
」
の
開
催
に
つ

い
て

⑩
交
運
共
済
か
ら
の
移
転
に

伴
う
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
協
力
団
体
契
約
に
つ

い
て

⑪
Ｊ
Ｒ
連
合
「
第
12
回
安
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催

に
つ
い
て

⑫
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑬
そ
の
他

３
月
12
日
（
土
）
12
時
30

分
よ
り
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
研
修
室
に
お
い
て

「
第
１
回
男
女
平
等
参
画
推

進
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
取
り
組
み
と
し
て
、
行
動

計
画
の
数
値
目
標
の
達
成
状

況
を
振
り
返
り
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
で
は
本
部
に
お
け
る
女

性
執
行
委
員
ゼ
ロ
の
解
消
は

な
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
支
部
・

分
会
に
お
け
る
選
出
や
各
種

会
議
へ
の
参
画
率
は
組
合
員

比
率
を
超
え
る
結
果
と
な
っ

た
旨
を
報
告
。
ま
た
、
現
在

策
定
に
取
り
組
む
Ｊ
Ｒ
連
合

「
第
４
次
男
女
平
等
推
進
行

動
計
画
（
案
）
」
に
つ
い
て

議
論
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
の
取
り
組
み
と
し
て
、

レ
デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
大
会
等
で
の
意
見
を
総
合

労
働
協
約
改
訂
や
春
季
生
活

闘
争
の
団
体
交
渉
で
活
用
し
、

女
性
組
合
員
の
労
働
条
件
改

善
を
実
行
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
男
女

平
等
参
画
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、
今
後
も
男
女
が
と
も

に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
。

２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
と
主
権
を
侵
害
し
、

紛
争
の
平
和
的
解
決
を
義
務
付
け
る
国

際
法
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
ほ
か
、
軍

事
侵
攻
に
際
し
て
の
核
兵
器
保
有
誇
示

の
姿
勢
等
、
核
兵
器
保
有
５
ヵ
国
が
発

出
し
た
共
同
声
明
に
も
反
し
た
行
動
を

と
っ
て
い
る
。

連
合
は
、
こ
の
軍
事
侵
攻
を
厳
し
く

非
難
す
る
と
と
も
に
、
即
時
の
作
戦
中

止
・
撤
退
と
核
兵
器
反
対
・
恒
久
平
和

を
強
く
求
め
る
た
め
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル

を
行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
も
連
合
の

一
員
と
し
て
、
３
月
12
日
に
本
部
執
行

委
員
を
中
心
に
「
ア
ピ
ー
ル
ボ
ー
ド
ア

ク
シ
ョ
ン
」
へ
参
加
し
た
。

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

軍

事

侵
攻
に
対
す
る

ユニオンスクール
「特設コース」（管理者セミナー）

開講！

日 時 ２０２２年５月２８日（土）
１３：３０～１７：００

場 所 香川県宇多津町
「ホテルアネシス瀬戸大橋」

対象者 管理者組合員 ２５名程度
（現場長・助役、非現業部門の

主席クラス、管理者資格保有者）

※詳しくはＪＲ四国労組発第７８号を参照。
参加希望者は、所属分会長まで！

支部対抗軟式野球大会の
開催について

第
７
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

男
女
平
等
参
画

推
進
委
員
会
開
催

女性委員も出席し議論に参加

「人々を守れ 平和と対話を」のボードを掲げ、緊急アピールを実施！

● 「ごめんなさい」では済まない場合もしっかり保障！

⇒ 家を新築するとき、アパートを借りるときは

「交運共済」までご連絡ください！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

友
だ
ち
募
集
中


